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コミュニティバスの運賃改定（案）について
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資料４（参考資料）
第21回 四條畷市地域公共交通会議（令和８年7月２７日）



【出典：国土交通省 一般乗合旅客自動車運送事業の（運賃）協議会について（令和５年１０月）】

運賃協議部会での協議事項
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資料４（参考資料）
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資料４（参考資料）

【出典：国土交通省 地域公共交通の現状（令和７年６月）】

コミュニティバスを取り巻く社会情勢（課題①運転士不足）
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資料４（参考資料）

【出典：国土交通省 地域公共交通の現状（令和７年６月）】

コミュニティバスを取り巻く社会情勢（課題①運転士不足）
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【出典：令和7年度 第１９回会議（令和７年１１月２８日開催） 京阪バスの現状について】

コミュニティバスを取り巻く社会情勢（課題①運転士不足）
資料４（参考資料）
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年間運行事業費の対比
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資料４（参考資料）



受益者負担について

【受益者負担と公費負担の割合は？】

それぞれのサービスの公共性の程度に基づき、受益者負担と公費負担の均衡が考慮されています。
一般的には、サービスを性質ごとに分類し、その分類ごとに負担割合が設定されます。
その分類には、「必需性」と「市場性」の二つの基準を組み合わせて、負担割合が設定されています。

サービスにより利益を受ける方が特定されるものについては、全てを税金で賄うと、サービスを受ける者
と受けない者との不公平が生じることから、利益を受ける特定の方に、受益の範囲内で、使用料や手数料
などを負担していただく考え方

【受益者負担とは？】

四條畷市 利用者

全てを税金で賄うと、サービスを
受ける者と受けない者との不公平
が生じる

受益の範囲内で、使用料や
手数料などを負担

資料４（参考資料）
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【受益者負担と公費負担の割合は？】

本市のコミュニティバスは？

必需性：特定の市民の日常生活に必要
市場性：民間でも同じようなサービスの提供はあるが、

実施は難しい（路線バス化は困難）

必需性も市場性も中間的存在となり、
受益者負担と公費負担の割合は５０％（１：１）が
妥当と考えられる・・・

参考事例（１）

四條畷市 利用者：

１ ： １

【負担割合】

資料４（参考資料）
受益者負担について
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運賃改定の試算

令和7年度のICカードの乗降実績をもとに、全体の区間ごとの乗降者数を想定し、新料金体系での運賃収
入を想定します。

令和7年度 利用者数 383,199人（うちICカード利用者数 169,662人）

P11で検討した受益者負担（５０％）の考え方とほぼ一致している

令和８年度 年間運行経費 ２５０,０００,０００円 × 0.5 ＝ １２５,０００,０００円

ICカード利用者数
（人）

割合
（％）

全体想定利用者数
（人）

設定運賃
（円）

運賃想定収入
（円）

1区 33,965 20.0 76,640 270 20,692,800

2区 135,965 80.0 306,559 350 107,295,650

合計 169,662 100 383,199 127,988,450

資料４（参考資料）
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運賃 運行経費 運賃収入 行政負担
負担割合

（利用者：行政）

現行
R7実績 1区：220円

2区：250円

193,377,800 66,293,605 127,084,195 1:1.92

現行
R8予算

250,277,500 58,737,800 191,539,700 1:3.26

改定案
1区：270円
2区：350円

250,277,500 122,289,050 127,988,450 1:0.96

➢ 運賃収入について
令和７年度実績と比較すると、55,995,445円増額
令和８年度予算と比較すると、63,551,250円増額となる

➢ 負担割合について
改定後は、利用者 ： 行政 ＝ 1 : 0.96となり、受益者負担と公費負担の割合はほぼ５０％（１：１）となる

（現在との収支比較）

運賃改定の試算
資料４（参考資料）
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割引利用者の想定人数

市の施策として実施している「割引制度」「定期券制度」による運賃収入への検討を行うため
利用者の属性調査を下記要領で実施しました。

「利用者属性調査」

民間バス事業者への聞き取りから、調査方法としては
・平日と休日の各一日とし、二次元コードによる回答方式
・回答する項目は、最小限とする（遅延に繋がらないように）
・バス車内での調査は、安全な運行及び人員の観点より実施しない（車外での対応）

※ 各社とも、昨今ではICカードの利用実態で把握している

○ 属性調査の方法

○ アンケート実施要領

時 期 ：令和5年１２月2日（土） 始発から最終便まで
令和5年１２月7日（木） 始発から最終便まで

回収方法 ： ①降車時にアンケート票の配布
（WEB回答もしくは当日回収）
②乗車待ちの方へヒアリング

質問項目 ： 利用日と目的
利用者の年齢
利用の乗車券種

資料４（参考資料）
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「利用者属性調査の結果」

①アンケート回収率
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資料４（参考資料）
割引利用者の想定人数
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「利用者属性調査の結果」

③年齢属性
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資料４（参考資料）
割引利用者の想定人数
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全体（383,199人）の３７．7％が該当

日数（日） 割合（％） R7総利用者数（人）
R5割引利用
者割合（％）

想定割引利用者
数（人）

平日 246 67 256,743 43.0 110,399

土日祝 119 33 126,456 26.9 34,017

合計 365 100 383,199 100 144,416

「割引利用者数の想定」

資料４（参考資料）
割引利用者の想定人数
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「利用者属性調査の結果」

（全体に占める
大学生・専門学校生の割合）

12/2（土） 3.0％
１２/７（木） 11.5％

④利用者属性

【大学・専門学校生の定期、割引利用者数の想定】
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割引制度等の拡大
資料４（参考資料）
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全体（383,199人）の8．7％が該当

日数（日） 割合（％） R7総利用者数（人）
R5割引利用
者割合（％）

想定割引利用者
数（人）

平日 246 67 256,743 11.5 29,525

土日祝 119 33 126,456 3.0 3,794

合計 365 100 383,199 33,319

「大学生・専門学校生の想定利用者割合」

割引制度等の拡大
資料４（参考資料）
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（割引制度適用後の想定運賃収入）

R7総利用者数
（人）

割合
（％）

区間ごと利用者数
（人）※

設定運賃
（円）

運賃想定収入
（円）

1区 76,640 割引なし ５３．６ 41,079 2７0 11,091,341

現行割引利用者 ３７．7 28,893 1４0 4,045,059

大・専割引利用者 ８．７ 6,668 140 933,475

2区 306,559 割引なし ５３．６ 164,316 ３５０ 57,510,468

現行割引利用者 ３７．7 115,573 １８０ 20,803,094

大・専割引利用者 ８．７ 26,671 １８０ 4,800,714

合計 383,199 383,199 99,184,151

割引制度等の拡大
資料４（参考資料）
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※ 区間ごとの割引利用者数について、利用者属性調査の結果から算出した割合を使用しております。
ただし、P14、P1６では、割合利用者の割合算出のために出した数値であるのため、想定数とズレ
が生じております。



運賃 運行経費 運賃収入 行政負担
負担割合

（利用者：行政）

現行
1区：220円
2区：250円

R7実績 193,377,800 66,293,605 127,084,195 1:1.92

R8予算 250,277,500 58,737,800 191,539,700 1:3.26

改定案
1区：270円
2区：350円

割引なし 250,277,500 122,289,050 127,988,450 1:0.96

割引あり 250,277,500 99,184,151 151,093,349 1:1.52

（現在との収支比較）

➢ 運賃収入について
令和７年度実績と比較すると、32,890,546円増額
令和８年度予算と比較すると、40,446,351円増額となる

➢ 負担割合について
改定後は、利用者 ： 行政 ＝ 1 : 1.52となる

今回、公費負担「0.52」相当分を市独自の補助制度として運用することとしているため、

この補助額を除いた実質的な負担比率は「1：1」となる。

割引制度等の拡大
資料４（参考資料）
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３区制の検討

【現状】

「逢阪」を境に1区2区に区界を設けており、「イオンモール四條畷」から「逢阪」まで約5㎞、「逢阪」から「さつきヶ
丘公園」まで約8㎞となっております。
令和２年８月第7回会議においては、既存路線バスと合わせて、1区間の距離を見直し3区制を検討することとし
ておりました。

今回の運賃改定により、1区では50円の増額、2区では100円の増額を検討しております。これに加えて、
区界の見直しを実施するとなると、一度に大幅な変更が生じ、運賃体系が複雑化することにより、利用者に

混乱をきたすおそれがあるため、区界の変更は実施しないことといたします。

【見直しについて】
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資料４（参考資料）
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